
(57)【要約】

【課題】動きの変化に富んだ走行玩具を提供することを

目的とする。

【解決手段】床面等に設置される走行玩具であって、前

記床面等に設置した状態で前記床面等に対して交差する

方向に延在する回転軸と、前記回転軸を回転させる回転

駆動装置と、前記床面等に設置された際に前記床面等に

接地されると共に前記回転軸の回転によって前記回転軸

の軸心を中心に回転する足部とを備え、前記回転軸及び

前記足部の組が左右に設けられると共に、前記足部は、

前記床面等を平面とした場合に、前記足部における前記

床面等に接地する部分と前記回転軸の軸心との距離が前

記回転軸の回転に伴って変化するように構成されている

ことを特徴とする

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
床 面 等 に 設 置 さ れ る 走 行 玩 具 で あ っ て 、 前 記 床 面 等 に 設 置 し た 状 態 で 前 記 床 面 等 に 対 し て
交 差 す る 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 を 回 転 さ せ る 回 転 駆 動 装 置 と 、 前 記 床 面 等
に 設 置 さ れ た 際 に 前 記 床 面 等 に 接 地 さ れ る と 共 に 前 記 回 転 軸 の 回 転 に よ っ て 前 記 回 転 軸 の
軸 心 を 中 心 に 回 転 す る 足 部 と を 備 え 、 前 記 回 転 軸 及 び 前 記 足 部 の 組 が 左 右 に 設 け ら れ る と
共 に 、 前 記 足 部 は 、 前 記 床 面 等 を 平 面 と し た 場 合 に 、 前 記 足 部 に お け る 前 記 床 面 等 に 接 地
す る 部 分 と 前 記 回 転 軸 の 軸 心 と の 距 離 が 前 記 回 転 軸 の 回 転 に 伴 っ て 変 化 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 走 行 玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 足 部 の 初 期 回 転 角 度 を 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 走 行 玩 具 。
【 請 求 項 ３ 】
全 体 が 動 物 を 模 し た 形 状 に 構 成 さ れ 、 前 記 足 部 が 前 記 動 物 の 足 に 対 応 し て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は ２ い ず れ か 一 に 記 載 の 走 行 玩 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 動 物 は 四 足 歩 行 の 動 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 走 行 玩 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 走 行 玩 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 床 面 等 に 設 置 さ れ る 走 行 ロ ボ ッ ト と し て 、 前 記 床 面 等 に 設 置 し た 状 態 で 前 記 床 面
等 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 を 回 転 さ せ る 回 転 駆 動 装 置 と 、
前 記 床 面 等 に 設 置 さ れ た 際 に 前 記 床 面 等 に 接 地 さ れ る と 共 に 前 記 回 転 軸 の 回 転 に よ っ て 前
記 回 転 軸 の 軸 心 を 中 心 に 回 転 す る 足 部 と を 備 え る も の が 知 ら れ て い る 。 （ た と え ば 特 許 文
献 １ ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ２ ２ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 特 許 文 献 １ の 走 行 ロ ボ ッ ト で は 、 足 部 は 、 床 面 等 を 平 面 と し た 場 合 に 、 足
部 に お け る 床 面 等 に 接 地 す る 部 分 と 回 転 軸 の 軸 心 と の 距 離 が 回 転 軸 の 回 転 に 伴 っ て 変 化 し
な い の で 、 動 き の 変 化 に 乏 し い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 動 き の 変 化 に 富 ん だ 走 行 玩 具 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 走 行 玩 具 は 、 床 面 等 に 設 置 さ れ る 走 行 玩 具 で あ っ て 、 前 記 床 面 等 に 設
置 し た 状 態 で 前 記 床 面 等 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 を 回 転 さ
せ る 回 転 駆 動 装 置 と 、 床 面 等 に 設 置 さ れ た 際 に 前 記 床 面 等 に 接 地 さ れ る と 共 に 前 記 回 転 軸
の 回 転 に よ っ て 前 記 回 転 軸 の 軸 心 を 中 心 に 回 転 す る 足 部 と を 備 え 、 前 記 回 転 軸 及 び 前 記 足
部 の 組 が 左 右 に 設 け ら れ る と 共 に 、 前 記 足 部 は 、 前 記 床 面 等 を 平 面 と し た 場 合 に 、 前 記 足
部 に お け る 前 記 床 面 等 に 接 地 す る 部 分 と 前 記 回 転 軸 の 軸 心 と の 距 離 が 前 記 回 転 軸 の 回 転 に
伴 っ て 変 化 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 走 行 玩 具 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 走 行 玩 具 に お い て 、 前 記 回 転 軸 に 対 し
て 前 記 足 部 の 初 期 回 転 角 度 を 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 走 行 玩 具 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 走 行 玩 具 に お い て 、 全 体 が 動 物
を 模 し た 形 状 に 構 成 さ れ 、 前 記 足 部 が 前 記 動 物 の 足 に 対 応 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 走 行 玩 具 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 走 行 玩 具 に お い て 、 前 記 動 物 は 四 足 歩
行 の 動 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の 発 明 に よ れ ば 、 床 面 等 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 を 回 転
さ せ る こ と に よ っ て 、 回 転 軸 の 軸 心 を 中 心 に 足 部 が 回 転 し て 走 行 す る の で 、 意 外 性 が あ り
、 興 趣 性 の 高 い 走 行 玩 具 が 実 現 で き る 。 ま た 、 足 部 は 、 床 面 等 を 平 面 と し た 場 合 に 、 足 部
に お け る 床 面 等 に 接 地 す る 部 分 と 回 転 軸 の 軸 心 と の 距 離 が 回 転 軸 の 回 転 に 伴 っ て 変 化 す る
の で 、 回 転 軸 の 回 転 に 伴 っ て 走 行 玩 具 を 上 下 方 向 や 左 右 方 向 に 揺 動 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 走 行 玩 具 に よ れ ば 、 回 転 軸 に 対 し て 足 部 の 初 期 回 転 角 度 を 調 整 で き る
の で 、 左 右 の 足 部 の 初 期 回 転 角 度 を 変 え れ ば 、 様 々 な 動 き を さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ 及 び ４ に 記 載 の 走 行 玩 具 に よ れ ば 、 床 面 等 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る 回
転 軸 を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 回 転 軸 の 軸 心 を 中 心 に 足 部 が 回 転 し 、 こ れ に よ っ て 動 物
模 型 が 走 行 す る の で 、 意 外 性 が あ り 、 興 趣 性 の 高 い 走 行 玩 具 が 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 走 行 玩 具 の 斜 視 図 、 図 ２ は 、 そ の 走 行 玩 具 を 側 面 か ら 見 た 場 合 の
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 全 体 構 成 ）
　 こ の 走 行 玩 具 １ は 全 体 が 犬 を 模 し た 形 状 に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 走 行 玩 具 １ の 足 部 ２ は
球 状 体 で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 走 行 玩 具 １ は 、 床 面 等 に 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る
軸 心 を 中 心 と し て 足 部 ２ が そ の 場 で 偏 心 回 転 す る こ と で 、 走 行 玩 具 １ が 走 行 す る よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 細 部 構 成 ）
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 胴 部 ３ の 前 側 部 分 に は ス プ リ ン グ ４ を 介 し て 頭 部 ５ が 支 持 さ れ て い
る 。 胴 部 ３ に ス プ リ ン グ ４ を 介 し て 頭 部 ５ が 支 持 さ れ て い る た め 、 胴 部 ３ が 振 動 す る と 頭
部 ５ は 小 刻 み に 揺 れ る こ と に な る 。 こ の 場 合 の ス プ リ ン グ ４ は リ ー フ ス プ リ ン グ で も コ イ
ル ス プ リ ン グ で あ っ て も よ い 。 一 方 、 胴 部 ３ の 後 側 部 分 に は 尾 部 ６ が 付 設 さ れ て い る 。 ま
た 、 胴 部 ３ の 下 側 に は 前 後 ２ つ ず つ の 足 部 ２ が 付 設 さ れ て い る 。 こ の 足 部 ２ は 球 状 体 で 構
成 さ れ て い る が 、 そ の 他 の 形 状 で も よ い 。 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 足 部 ２ の 下 側 部 分 が 面
で 接 地 し な い よ う に 湾 曲 し て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 足 部 ２ は 、 床 面 等 を 平 面 と し た
場 合 に 、 足 部 ２ に お け る 床 面 等 に 接 地 す る 部 分 と 後 述 の 軸 ２ ３ ， ２ ５ の 軸 心 と の 距 離 が 回
転 軸 の 回 転 に 伴 っ て 変 化 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 胴 部 ３ の 内 部 に は 上 側 に 電 池 ７ が 設 置 さ れ て い る 。 電 池 ７ は 、 胴 部 ３ の 背 部 ３ ａ を 取 り
外 す こ と で 交 換 が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 胴 部 ３ の 内 部 に は 下 側 に モ ー タ ８ が 設
置 さ れ て い る 。 モ ー タ ８ は 横 置 き さ れ 、 モ ー タ 軸 が 本 体 か ら 前 方 へ 向 け て 突 出 す る よ う に
設 置 さ れ て い る 。 こ の モ ー タ ８ は 、 胴 部 ３ 及 び 足 部 ２ の 内 部 に 設 け た 駆 動 手 段 １ ０ を 介 し
て 足 部 ２ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 駆 動 手 段 １ ０ は 歯 車 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ， １ ７ ， １ ８ 及 び キ ー １ ９ ，
２ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち 歯 車 １ １ は モ ー タ 軸 に 付 設 さ れ て い る 。 歯 車 １ ２
は ， モ ー タ 軸 と 平 行 に 延 在 す る 軸 ２ １ に 付 設 さ れ て お り 、 歯 車 １ １ に 噛 合 し て い る 。 歯 車
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１ ３ （ 図 ４ ） は ク ラ ッ チ ２ ２ を 介 し て 歯 車 １ ２ に 連 結 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 歯 車 １ ２ は
軸 ２ １ の 前 部 に 空 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 歯 車 １ ３ は 軸 ２ １ に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、
歯 車 １ ２ と 歯 車 １ ３ と は マ グ ネ ッ ト を 介 し て 連 結 さ れ 、 常 態 で は 、 歯 車 １ ２ 及 び 歯 車 １ ３
は マ グ ネ ッ ト で 連 結 さ れ て 一 体 的 に 回 転 す る が 、 歯 車 １ ２ 及 び 歯 車 １ ３ の 間 に 過 負 荷 が 作
用 す る と 、 歯 車 １ ２ 及 び 歯 車 １ ３ の 連 結 が マ グ ネ ッ ト の 磁 力 に 打 ち 勝 っ て 解 除 さ れ る よ う
に な っ て い る 。 歯 車 １ ３ は ウ ォ ー ム 歯 車 で あ る 。 歯 車 １ ４ は 、 走 行 玩 具 １ が 設 置 さ れ る 床
面 等 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る 軸 ２ ３ （ 回 転 軸 ） に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 歯 車 １ ４
は 歯 車 １ ３ に 噛 合 し て い る 。 歯 車 １ ５ は 前 側 の 足 部 ２ 内 に ま で 延 び る 軸 ２ ３ の 下 端 部 に 固
定 さ れ て い る 。 キ ー １ ９ は 足 部 ２ 内 に 設 置 さ れ 、 ス プ リ ン グ ２ ４ の 付 勢 力 に よ っ て 歯 車 １
５ に 向 け て 付 勢 さ れ て い る 。 そ し て 、 キ ー １ ８ は ス プ リ ン グ ２ ４ の 付 勢 力 で 歯 車 １ ５ の 歯
に 噛 合 し て い る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 歯 車 １ ６ は 軸 ２ １ の 後 部 に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 歯 車 １ ６ は ウ ォ ー
ム 歯 車 で あ る 。 歯 車 １ ７ は 、 走 行 玩 具 １ が 設 置 さ れ る 床 面 等 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 在
す る 軸 （ 回 転 軸 ） ２ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 歯 車 １ ８ は 前 側 の 足 部 ２ 内 に ま で 延 び る 軸 ２ ５
の 下 端 部 に 固 定 さ れ て い る 。 キ ー ２ ０ は 足 部 ２ 内 に 設 置 さ れ 、 ス プ リ ン グ ２ ６ の 付 勢 力 に
よ っ て 歯 車 １ ８ に 向 け て 付 勢 さ れ て い る 。 そ し て 、 キ ー ２ ０ は ス プ リ ン グ ２ ６ の 付 勢 力 で
歯 車 １ ８ の 歯 に 噛 合 し て い る 。
　 な お 、 図 ２ で は 走 行 玩 具 １ の 左 側 の 駆 動 手 段 １ ０ を 説 明 し た が 、 走 行 玩 具 １ の 右 側 に も
同 様 の 駆 動 手 段 １ ０ が 左 右 対 称 に 設 け ら れ て い る 。 た だ し 、 モ ー タ ８ 、 歯 車 １ １ 、 及 び 軸
２ １ の 付 設 要 素 は 左 右 共 通 で あ る 。 こ の 場 合 、 そ れ ぞ れ の 足 部 ２ の 回 転 方 向 は 、 特 に 制 限
は さ れ な い が 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す 方 向 で あ る 。 勿 論 、 そ れ に 限 定 は さ れ な い 。
　 ま た 、 図 ２ に お い て 符 号 ３ ０ は Ｉ Ｃ （ 半 導 体 集 積 回 路 ） チ ッ プ が 付 設 さ れ た 基 板 を 、 符
号 ３ １ は ス ピ ー カ を 、 符 号 ３ ２ は ス イ ッ チ を 示 し 、 ス イ ッ チ ３ ２ を 押 圧 す る こ と に よ っ て
モ ー タ ８ が Ｏ Ｎ ， Ｏ Ｆ Ｆ さ れ る よ う に な っ て い る と 共 に ス ピ ー カ ３ １ か ら 音 が 出 力 さ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 使 用 方 法 ）
　 図 ５ か ら 図 ７ は 走 行 玩 具 １ を 下 側 か ら 見 た 場 合 の 概 念 図 で あ り 、 足 部 ２ の 初 期 の 初 期 角
度 位 置 を 示 し て い る 。 こ の 初 期 角 度 位 置 は 遊 戯 者 が 足 部 ２ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 変 え
る こ と が で き る 。 足 部 ２ を 回 転 さ せ る 場 合 に は 、 キ ー １ ９ ， ２ ０ が ス プ リ ン グ ２ ４ ， ２ ６
の 付 勢 力 に 抗 し て 歯 車 １ ５ ， １ ８ の 歯 か ら 一 旦 外 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ （ Ａ ） は 第 １ モ ー ド の 初 期 角 度 位 置 を 示 し て い る 。 こ の 初 期 角 度 位 置 が 標 準 位 置 で
あ る 。 こ の 位 置 で は 、 ４ つ の 足 部 ２ の 全 て が 軸 ２ ３ ， ２ ５ に 対 し て 横 方 向 且 つ 外 方 に 偏 心
し て い る 。 こ の 場 合 に は 、 軸 ２ ３ ， ２ ５ の 回 転 に 伴 う 足 部 ２ に お け る 床 面 等 に 接 地 す る 部
分 と 軸 ２ ３ ， ２ ５ の 軸 心 と の 距 離 （ 動 径 ） が 左 右 前 後 で 等 し く な る の で 、 左 右 及 び 前 後 の
揺 れ が 少 な い 。 こ の 場 合 に は 走 行 玩 具 １ は 前 進 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ （ Ｂ ） は 第 ２ モ ー ド の 初 期 角 度 位 置 を 示 し て い る 。 こ の 位 置 で は 、 前 側 の 足 部 ２ が
軸 ２ ３ に 対 し て 横 方 向 且 つ 内 方 に 偏 心 す る 一 方 で 、 後 側 の 足 部 ２ が 軸 ２ ５ に 対 し て 横 方 向
且 つ 外 方 に 偏 心 し て い る 。 こ の 場 合 に は 、 前 側 の 足 部 ２ の 動 径 の 増 減 と 、 後 側 の 足 部 ２ の
動 径 の 増 減 と が 互 い に 逆 と な る の で 、 縦 揺 れ が 生 じ る こ と に な る 。 こ の 場 合 に も 走 行 玩 具
１ は 前 進 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ （ Ｃ ） は 第 ３ モ ー ド の 初 期 角 度 位 置 を 示 し て い る 。 こ の 位 置 で は 、 ４ つ の 足 部 ２ の
全 て が 軸 ２ ３ ， ２ ５ に 対 し て （ 下 側 か ら 見 て ） 左 方 向 に 偏 心 し て い る 。 こ の 場 合 に は 、 左
側 の 足 部 ２ の 動 径 の 増 減 と 、 右 側 の 足 部 ２ の 動 径 の 増 減 と が 互 い に 逆 と な る の で 、 横 揺 れ
が 生 じ る こ と に な る 。 こ の 場 合 に も 走 行 玩 具 １ は 前 進 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ （ Ｄ ） は 第 ４ モ ー ド の 初 期 角 度 位 置 を 示 し て い る 。 こ の 位 置 で は 、 前 側 の 足 部 ２ が
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軸 ２ ３ に 対 し て （ 下 側 か ら 見 て ） 左 方 向 に 偏 心 す る 一 方 で 、 後 側 の 足 部 ２ が 軸 ２ ５ に 対 し
て （ 下 側 か ら 見 て ） 右 方 向 に 偏 心 し て い る 。 こ の 場 合 に は 、 激 し く 横 揺 れ す る こ と に な る
。 こ の 場 合 に も 走 行 玩 具 １ は 前 進 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） は 第 ５ モ ー ド ， 第 ６ モ ー ド の 初 期 角 度 位 置 を 示 し て い る 。 図 ６ （ Ａ
） の 位 置 で は 、 前 側 の 足 部 ２ が 軸 ２ ３ に 対 し て 前 方 向 に 偏 心 す る 一 方 で 、 後 側 の 足 部 ２ が
軸 ２ ５ に 対 し て （ 下 側 か ら 見 て ） 左 方 向 に 偏 心 し て い る 。 図 ６ （ Ｂ ） の 位 置 で は 、 前 側 の
足 部 ２ が 軸 ２ ３ に 対 し て 前 方 に 偏 心 す る 一 方 で 、 後 側 の 足 部 ２ が 軸 ２ ５ に 対 し て （ 下 側 か
ら 見 て ） 右 方 向 に 偏 心 し て い る 。 こ れ ら の 場 合 に は 、 後 側 の 足 部 ２ が 偏 心 し て い る 方 向 に
曲 が る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） は 第 ７ モ ー ド ， 第 ８ モ ー ド の 初 期 角 度 位 置 を 示 し て い る 。 図 ７ （ Ａ
） の 位 置 で は 、 前 側 の 足 部 ２ が 軸 ２ ３ に 対 し て （ 下 側 か ら 見 て ） 左 方 向 に 偏 心 す る 一 方 で
、 後 側 の 足 部 ２ が 軸 ２ ５ に 対 し て 前 方 向 に 偏 心 し て い る 。 図 ７ （ Ｂ ） の 位 置 で は 、 前 側 の
足 部 ２ が 軸 ２ ３ に 対 し て （ 下 側 か ら 見 て ） 右 方 向 に 偏 心 す る 一 方 で 、 後 側 の 足 部 ２ が 軸 ２
５ に 対 し て 前 方 に 偏 心 し て い る 。 こ れ ら の 場 合 に は 、 前 側 の 足 部 ２ が 偏 心 し て い る 方 向 と
は 逆 の 方 向 に 曲 が る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 発 明 の 変 形 ）
　 以 上 、 本 発 明 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 か か る 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 た と え ば 、 着 座 用 リ ン グ に 走 行 玩 具 １ を 着 座 さ せ て 、 た と え ば 尻 部 分 が 着 座 用 リ ン グ に
乗 る よ う に 走 行 玩 具 １ を 着 座 さ せ 、 走 行 玩 具 １ を 着 座 さ せ た ま ま で 後 側 の 足 部 ２ の 回 転 だ
け で 着 座 用 リ ン グ ４ ０ の 上 で 走 行 玩 具 １ を そ の 場 回 転 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 ２ 足 歩 行 の 動 物 玩 具 に も 適 用 で き る 。 こ の 場 合 、 左 右 に 足 部 ２ を 設 け て 、 そ の 他
の 部 分 に キ ャ ス タ や 、 あ ら ゆ る 方 向 に 移 動 自 在 と な る よ う に ボ ー ル を 設 け て も よ い 。 さ ら
に 、 自 動 車 玩 具 や ロ ボ ッ ト の 車 輪 の 代 わ り に 足 部 ２ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 軸 ２ ３ ， ２ ５ の 床 面 等 と の 交 差 角 度 を 変 更 で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 歯 車 １ ５ ， １ ８ 、 キ ー １ ９ ， ２ ０ 及 び ス プ リ ン グ ２ ４ ， ２ ６ の 代 わ り に ワ ン ウ ェ
イ ク ラ ッ チ を 設 け て 足 部 ２ と 軸 ２ ３ ， ２ ５ の 連 結 、 連 結 解 除 を さ せ る よ う に し て い も よ い
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 の 走 行 玩 具 １ で は 、 足 部 ２ の 回 転 速 度 に つ い て 触 れ な か っ た が 、
前 後 の 足 部 ２ の 間 で 回 転 速 度 を か え て も よ い 。 ま た 、 足 部 ２ の 回 転 方 向 も 上 記 実 施 形 態 の
走 行 玩 具 １ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 前 後 又 は 左 右 で 変 更 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 適 宜
に 足 部 ２ の 回 転 方 向 を 切 り 替 え ら れ る よ う な 構 成 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 走 行 玩 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 走 行 玩 具 を 側 面 か ら 見 た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 走 行 玩 具 の 一 部 を 前 方 か ら 見 た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 走 行 玩 具 の 歯 車 機 構 の 一 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 走 行 玩 具 の 第 １ モ ー ド か ら 第 ４ モ ー ド を 示 す 下 面 概 念 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 走 行 玩 具 の 第 ５ モ ー ド 及 び 第 ６ モ ー ド を 示 す 下 面 概 念 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 走 行 玩 具 の 第 ７ モ ー ド 及 び 第 ８ モ ー ド を 示 す 下 面 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
１ 　 走 行 玩 具
２ 　 足 部
３ 　 胴 部
５ 　 頭 部
８ 　 モ ー タ
２ ３ ， ２ ５ 　 回 転 軸

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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